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学習理解度（今回）図１

中
学
校
区
全
体
で
展
開
さ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
周
辺
地
域
を
単
に
同
和
地
区
と
の
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り

扱
う
の
で
は
な
く
、
同
和
地
区
内
外
に
共
通
す
る
教
育
課
題
を
探

る
こ
と
も
、
今
回
の
調
査
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

今
回
調
査
の
第
二
の
特
色
は
、
小
学
校
低
学
年
に
調
査
を
実
施

し
た
こ
と
で
あ
る
。
調
査
対
象
学
年
は
二
年
生
だ
が
、
調
査
実
施

時
期
は
一
学
期
か
ら
二
学
期
始
め
に
か
け
て
で
あ
り
、
事
実
上
は

入
学
後
一
年
を
経
過
し
た
子
ど
も
が
対
象
で
あ
る
。
大
阪
の
各
地

で
は
、
就
学
前
期
か
ら
高
校
ま
で
の
保
育
・
教
育
の
連
携
が
模
索

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
小
中
学
校
間
の
連

携
に
比
べ
、
就
学
前
後
に
ま
た
が
る
連
携
は
き
わ
め
て
弱
い
。
こ

の
こ
と
の
原
因
を
保
育
行
政
と
教
育
行
政
の
「
縦
割
り
」
に
の
み

帰
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
建
設
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
期
に
か
け

て
の
成
長
・
発
達
の
筋
道
と
各
期
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
育
・
教

育
内
容
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
就
学
前
後
の

子
ど
も
の
経
験
の
段
差
を
埋
め
る
取
り
組
み
が
必
ず
し
も
意
識
的

に
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
、
反
省
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
今
回
の
調
査
は
、
活
用
の
仕
方
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
先
に

述
べ
た
問
題
状
況
を
打
開
す
る
糸
口
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

九
○
年
代
、
大
阪
の
同
和
教
育
は
、
授
業
改
革
、
地
域
に
「
開

か
れ
た
」
学
校
づ
く
り
、
家
庭
教
育
支
援
、
地
域
の
子
育
て
・
教
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学習理解度（前回）図２
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小５地区

小５地区外

同
和
地
区
内
外
の
学
習
理
解
度
の
格
差
は
、
縮
小
の
き
ざ
し
が

み
え
な
い
。
こ
れ
が
前
回
と
今
回
の
調
査
結
果
を
比
べ
て
筆
者
が

得
た
印
象
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
二
回
の
調
査
は
調
査
対
象
地
域
、

対
象
学
年
、
調
査
内
容
、
集
計
方
法
な
ど
が
異
な
り
、
厳
密
な
比

較
は
不
可
能
で
あ
る
。
「
印
象
」
と
述
べ
た
の
は
そ
う
し
た
理
由
に

よ
る
。

図
１
と
図
２
は
、
今
回
調
査
と
前
回
調
査
の
全
教
科
の
総
合
成

績
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
回
調
査
で
は
同
和
地
区
・
同
和
地

区
外
と
い
う
区
分
で
結
果
が
集
計
さ
れ
た
が
、
今
回
調
査
で
は
同

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
を
課
題
と
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

改
革
は
、
実
際
、
ど
の
程
度
実
効
を
あ
げ
て
い
る
の
か
。
特
別
措

置
と
し
て
の
同
和
行
政
が
終
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
同
和
地

区
の
子
ど
も
の
教
育
課
題
を
い
か
に
と
ら
え
る
べ
き
か
。
今
回
の

調
査
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
示
唆
を
与

え
て
く
れ
る
。
以
下
で
は
、
前
回
の
調
査
結
果
や
近
年
の
改
革
の

動
向
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
調
査
報
告
書
の
一
部
を
紹
介
し
、
コ

メ
ン
ト
を
述
べ
た
い
。

中２地区

１
同
和
地
区
の
子
ど
も
の
学
業
不
振

一
一
学
習
理
解
度
調
査
の
結
果

中２地区外
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和
地
区
・
全
体
と
い
う
区
分
で
結
果

（
６
）
 

が
集
計
さ
れ
て
い
る
。
一
一
回
の
調
査

と
も
、
地
区
と
全
体
（
ま
た
は
地
区

外
）
の
学
習
理
解
の
格
差
は
全
学
年

で
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
格
差
の
程
度

は
小
学
生
よ
り
も
中
学
生
で
大
き

い
。次
に
教
科
別
・
問
題
領
域
別
の
結

果
で
あ
る
。
表
１
、
表
２
、
表
３
に

国
語
、
表
４
、
表
５
、
表
６
に
算
数
・

数
学
、
表
７
に
英
語
の
結
果
を
示
し

た
。
全
体
の
平
均
正
答
率
は
、
小
学

校
高
学
年
と
中
学
生
の
全
教
科
で
今

回
の
調
査
の
方
が
低
く
な
っ
て
い

る
。
問
題
の
難
度
は
前
回
よ
り
も
高

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
表
の
右
端
に

記
し
た
「
格
差
の
指
数
」
と
は
、
地

区
と
全
体
の
相
対
的
格
差
を
判
断
す

る
目
安
と
す
る
た
め
に
筆
者
が
独
自

に
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
和
地

区
の
正
答
率
を
全
体
の
正
答
率
で
割

っ
た
値
で
あ
る
。
こ
の
値
は
、
地
区
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表５小学校高学年算数 表１小学校低学年国語
１同和地区｜府下全体｜正答率の差|格差の指数 同和地区府下全体正答率の差格差の指数

表６中学校数学 表２ 小学校高学年国語
同和地区府下全体正答率の差格差の指数

同和地区府下全体正答率の差格差の指数

表７中学校英語

同和地区ｌ府下全体正答率の差格差の指数
表３ 中学校国語

同和地区府下全体正答率の差格差の指数

表４小学校低学年算数

六
の
「
文
章
構
成
」
、
中
三
の
「
文

の
正
答
率
が
全
体
の
正
答
率
の

何
割
に
あ
た
る
か
を
示
し
て
い

る
。
中
学
校
国
語
を
例
に
と
る

と
、
地
区
の
正
答
率
（
五
三
・

九
％
）
は
、
全
体
の
正
答
率
（
六

一
・
八
％
）
の
八
割
七
分
に
あ

た
る
。
こ
の
指
数
か
ら
、
小
学

校
高
学
年
算
数
と
中
学
校
の
全

教
科
で
、
学
習
理
解
度
の
格
差

は
前
回
よ
り
大
き
い
こ
と
が
わ

か
る
。
問
題
の
難
度
が
高
く
な

っ
た
分
、
今
回
調
査
で
は
格
差

が
大
き
く
現
れ
た
の
で
あ
る

ア
ブ
◎問
題
の
難
度
が
一
局
い
ほ
ど
同

和
地
区
と
全
体
の
正
答
率
の
格

差
が
開
く
傾
向
は
、
い
く
つ
か

の
例
外
を
除
き
、
領
域
別
・
項

目
別
の
正
答
率
に
お
い
て
も
み

ら
れ
る
。
国
語
で
は
、
小
こ
の

「
長
文
読
解
」
と
「
語
彙
」
、
小

．'地区府下全体正答率の差格差の指数

同和地区 府下全体 正答率の差 格差の指数

平均正答率

今回（小６）

前回（小５）

58.3 

74.4 

63.3 

78.6 

-5.0 

-4.2 

0．９２ 

０．９５ 

領域・項目別正答率

数と計算

量と測定

図形

数量関係 ６８５９ ●●●Ｃ ７１７１ ６５４２ ０９１５ ●●●● １６６１ ７５５３ ４１６６ 忽毛屯も ５１５０ ９９８７ ●●●● ００００ 

同和地区 府
■■ 

F全体 正答率の差 格差の指数
平均正答率

今回（小２） 77.4 81.5 -4.1 0．９５ 

領域・項目別正答率
聞き取り

漢字

長文銃解

文法

旙藁 ４５１６０ ●●●●● ９３７３７ ７９６８６ ４２６８４ ●●●●● ２４２６５ ８９７８７ ０７５２４ ●●●●● 忽幻毛罰毛 ６９２６９ ９９９９８ ●●●●● ０００００ 
同和地区 荷下全体 正答率の差 格差の指数

平均正答率

今回（中３）

前回（中２）

50.9 

58.3 

60.9 

65.8 

－１０．０ 

-7.5 

0．８４ 

０．８９ 

領域・項目別正答率

数と計算

図形

数量関係 ０５４ ●●● １５７ ６４３ ０１９ ●●● １５７ ７５４ 
-10.0 

-9.6 

-10.5 ６３８ ８８７ ●●● ０００ 

同和地区 府下全体 正答率の差 格差の指数
平均正答率

今回（小Ｇ）

前回（小５）

70.2 

71.0 

73.8 

75.2 

-3.6 

-4.2 ５４ ９９ ●● ００ 
領域・項目別正答率

漢字

長文暁解

文章構成

文法

語彙 ９３０７１ ●●●●● ２９４７５ ８６５１９ ９２７７５ ●●●●● ７４７６６ ８７５１９ ０９７０４ ●●●●● もゴョ１１ ４３４６９ ９９９０９ ●●●●● ０００１０ 
同和地区 府下全体 正答率の差 格差の指数

平均正答率

今回（中３）

前回（中２）

60.8 

63.1 

71.9 

72.7 

-１１．１ 

－９．６ 

0．８５ 

０．８７ 

領域・項目別正答率

アルファベットの文字

英昭陪藁

英鱈文の意味

文法の使い方

英鱈膳順

長文醜解

ﾘスニング １９９６９５３ ●００●●●● ７８６０６１９ ８６６６５３５ ６３１７７５４ ●●●●●●● １９８３１３５ ９７７７７４６ ５４２１８０１ ●●●●●●● 罫和訓姻湘犯弔 ５７６２９２１ ９８８８７７９ ０００００００ 

同和地区 府F全体 正答率の差 格差の指数
平均正答率

今回（中３）

前回（中２）

53.9 

64.4 

61.8 

70.5 

-7.9 

-6.1 

0．８７ 

０．９１ 

領域・項目別正答率

漢字

長文読解

文車構成

文法

旛象 ４７１２４ ●●●●● ２８７．７５ ５５３５４ ５０７８９ ●●●●● ０７５３３ ６６４６５ 
-8.1 

-8.3 

-8.6 

-6.6 

-8.5 、肥田的“●●●●● ０００００ 
司和地区 府下全体 正答率の差 格差の指数

平均正答率

今回（小２） 82.7 86.2 -3.5 0．９６ 

領域・項目別正答率

数と計算

丑と測定

図形 １３２ ●●● ２３４ ８９６ ９１０ ●●● ５４９ ８９６ 
-3.8 

つ.8

-4.8 ６９３ ９９９ ●●● ０００ 
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表８家で勉強する（学習塾以外で）

3０ 

の
曰
に
学
校
の
用
意
を
す
る
か
」
と
い
う
質
問
（
小
六
・
中
三
の

問
６
さ
へ
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
家
庭
学
習
を
し
な
い
子
ど
も
、

学
校
の
用
意
を
し
な
い
子
ど
も
は
、
小
学
生
よ
り
中
学
生
で
、
全

体
よ
り
も
地
区
で
多
い
。
次
の
表
ｎ
は
、
小
六
お
よ
び
中
三
国
語

の
学
習
理
解
度
別
に
「
前
の
曰
に
学
校
の
用
意
を
す
る
か
」
と
い

う
質
問
に
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
と
答
え
た
子
ど
も
の
率
を
示
し

て
い
る
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
小
六
・
中
三
と
も
、
学
習
理

こ
の
種
の
学
習
理
解
度
調
査
に
対
す
る
批
判
の
一
つ
に
、
「
選
抜

テ
ス
ト
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
基
礎
・
基
本
の
習
得
状
況
を
評
価

す
べ
き
だ
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
同
時
に
、
「
新
し
い
学
力
観
」

が
宣
伝
さ
れ
る
昨
今
は
、
「
基
礎
・
基
本
」
自
体
に
つ
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
主
張
が
あ
る
。
「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」
と
い
っ
た
非
認
知

的
特
性
を
重
視
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
読
み
・
書
き
・
算
」
の

ス
キ
ル
を
重
視
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
両
者
を
切
り
離
し
て
論
じ

る
こ
と
に
問
題
は
な
い
の
か
。
検
討
す
べ
き
論
点
は
多
い
。
こ
れ

ら
の
問
題
の
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
が
、
調
査
結
果
を
見
る

章
構
成
」
と
「
語
彙
」
、
算
数
・
数
学
で
は
、
小
こ
の
「
図
形
」
、

小
六
の
「
図
形
」
と
「
数
量
関
係
」
、
中
三
の
「
図
形
」
と
「
数
量

関
係
」
、
英
語
で
は
「
長
文
読
解
」
な
ど
が
、
難
度
が
高
く
相
対
的

（
７
）
 

格
差
が
大
き
い
問
題
で
あ
る
。
大
部
分
の
子
ど
も
が
正
答
す
る
や

さ
し
い
問
題
で
は
学
習
理
解
度
の
格
差
は
小
さ
く
、
難
度
が
高
い

問
題
で
格
差
は
大
き
く
現
れ
る
の
で
あ
る
。
前
回
調
査
は
問
題
の

難
度
が
低
か
っ
た
分
、
格
差
の
現
れ
方
が
小
さ
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
む
し
ろ
、
今
回
の
調
査
結
果
の
方
が
、
学
校
で
行
わ
れ
る

「
実
力
テ
ス
ト
」
や
入
学
試
験
に
お
け
る
格
差
の
実
態
に
よ
り
近

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

； １，j､e地区小e全体中3地区中a全体

２
「
落
ち
こ
ぼ
れ
。
落
ち
こ
ぼ
し
」
と
「
学
び
か
ら
の

逃
走
」

表９前の日に学校の用意をする

｜小S地区|小e全体|中3地区l中3全体

表１０「前の日に学校の用意」を「いつもしている」
（国語学習理解度別）

｜小e地区l小6全体l中3地区|中3全体

解
度
が
低
い
ほ
ど
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
が
少
な
い
。
地
区
の
結

果
に
注
目
す
る
と
、
小
六
で
は
学
習
理
解
度
上
位
～
下
位
の
い
ず

れ
で
も
「
い
つ
も
し
て
い
る
」
が
全
体
よ
り
も
少
な
い
。
一
方
、

中
三
で
は
全
体
と
地
区
の
差
が
小
さ
い
が
、
こ
れ
は
全
体
の
「
い

つ
も
し
て
い
る
」
率
が
地
区
な
み
に
低
い
か
ら
で
あ
る
。

教
員
が
暗
黙
の
前
提
と
す
る
「
勉
強
は
す
べ
き
も
の
だ
」
と
い

う
規
範
は
、
小
学
生
よ
り
中
学
生
で
、
学
習
理
解
度
が
高
い
層
よ

り
低
い
層
で
、
子
ど
も
に
拒
絶
さ
れ
や
す
い
。
「
学
び
か
ら
の

（
８
）
 

逃
走
」
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
に
、

よ
り
早
期
か
ら
よ
り
顕
著
に
現
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

限
り
、
基
礎
的
ス
キ
ル
の
習
得
も
学
習
意
欲
も
、
「
授
業
」
の
存
立

基
盤
を
揺
る
が
す
ほ
ど
に
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

基
礎
的
な
ス
キ
ル
の
欠
落
は
、
算
数
・
数
学
で
顕
著
で
あ
る
。

小
六
と
中
三
の
「
数
と
計
算
」
領
域
の
正
答
率
を
み
よ
う
。
先
の

表
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
領
域
は
最
も
正
答
率
が
高
い
領
域
で

あ
る
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
結
果
は
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
小
六
算
数
の
問
六
二
）
「
小
十
小
」
の
正
答
率
は
、
全
体

七
四
・
四
％
（
地
区
七
一
・
七
％
）
で
あ
る
。
中
三
数
学
の
問
一

（
一
一
）
「
、
＋
←
×
（
１
ｓ
」
の
正
答
率
は
、
全
体
八
○
・
五
％

（
地
区
七
五
・
九
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
い
ず
れ
も

調
査
対
象
学
年
以
前
の
学
習
内
容
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

け
な
い
こ
と
は
、
調
査
当
該
学
年
の
学
習
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

を
意
味
す
る
。
仮
に
生
徒
数
二
五
人
の
学
級
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。

先
の
二
つ
の
問
題
に
正
答
し
な
か
っ
た
子
ど
も
は
、
一
学
級
あ
た

り
、
小
六
で
六
・
四
人
、
中
三
で
四
・
九
人
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、

一
人
の
教
師
が
対
応
す
る
に
は
も
は
や
不
可
能
な
数
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
「
落
ち
こ
ぼ
れ
。
落
ち
こ
ぼ
し
」
は
、
依
然
と
し
て
深
刻

で
あ
る
。

先
に
指
摘
し
た
問
題
に
対
し
て
は
、
「
ス
キ
ル
」
よ
り
も
「
態
度
」

の
方
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
反
論
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
仮
に
こ
の

意
見
を
受
け
い
れ
た
と
し
て
も
、
問
題
は
な
お
残
る
。
表
８
と
表

９
は
、
家
庭
で
の
学
習
時
間
（
小
六
・
中
三
の
問
７
ア
）
と
「
前

３
多
様
化
す
る
地
区
の
「
現
実
」

地
区
内
外
の
「
平
均
値
」
の
「
格
差
」
を
も
っ
て
、
地
区

の
子
ど
も
の
学
業
達
成
を
把
握
す
る
方
法
は
、
地
区
外
の
子

ど
も
の
学
習
理
解
の
現
状
を
暗
黙
の
う
ち
に
是
と
す
る
発
想

に
立
つ
点
で
、
ま
た
、
地
区
の
子
ど
も
の
学
習
理
解
の
ば
ら

つ
き
を
無
視
す
る
と
い
う
点
で
、
問
題
が
多
い
。
前
者
に
つ

い
て
付
一
一
一
一
口
す
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
「
基
礎
的
な
ス
キ

ル
の
欠
落
」
は
地
区
の
子
ど
も
に
目
立
つ
が
、
子
ど
も
全
体

に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
「
授
業
」
自
体
の
改
善
が
求
め
ら

れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
平
均
値
」

に
よ
っ
て
は
地
区
内
の
極
端
な
学
業
不
振
層
の
存
在
が
見
過

； 
４
１
印
０
似
刈
Ｉ
山
ｊ
□
巫
知
．
Ｊ
ｎ
４
比
Ｔ
Ｉ
０
刀
Ｌ
ｑ
■
円
い
＄
｛
て
グ
４
◆
『
ワ
ロ
Ⅶ
。
△
ｉ
川

小ｅ地区 小６全体 中３地区 中３全体

ほとんどしない

１５分まで

ｇｏ分まで

１時間まで

２時間まで

3時間まで

3時間以上

ｎ．ａ． ３６５２９２０３ ●●●●●●●● ９１５６１２２１ １１２２１ ２２２８３５９０ ●●●●●●●● ３８３２５３２１ １２３１ ８４９４３７３２ ●●●●●●●● 銅４担型側３２１ ６９８３２９７６ ■●●●●●●● １５２７６３１０ ３１２１ 

小６地区 小ｅ全体 中８地区 中３全体

いつもしている

ときどきしている

ほとんどしない

ｎ．ａ． ７４４６ 絹釧迦０ ４１７７ ●●●● 弱躯朽０ ００１９ ●●●● 銅塑釘１ ６４２７ 鉛躯型０
小ｅ地区 小６全体 中３地区 中３全体

下位

中下位

中上位

上位 ２７８０ ●●●● 銅別輪佃 ７２４１ ●●●● 佃弱記田 ７４９９ ●●巴●幻躯㈹妬 ９３０１ ●●●● ６６２７ ２３４４ 
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ご
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
図
３
は

中
三
数
学
の
正
答
率
分
布
で
あ
る
が
、
地
区
で
は
、
正
答
率
四
○

～
五
○
％
か
ら
正
答
率
八
○
～
九
○
％
に
か
け
て
分
布
が
高
原
状

態
を
示
す
と
と
も
に
、
正
答
率
○
～
’
○
％
の
部
分
で
小
さ
な
分

布
の
山
が
で
き
て
い
る
。
学
習
理
解
に
お
け
る
「
最
底
辺
層
」
が

高
い
頻
度
で
現
れ
る
こ
と
が
、
地
区
の
特
徴
で
あ
る
。

表
ｎ
は
、
「
家
で
勉
強
し
て
い
て
難
し
い
算
数
・
数
学
の
問
題
が

あ
っ
た
と
き
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
質
問
（
小
六
・
中
三
問
加
）

へ
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
前
回
調
査
で
も
同
様
の
質
問
が
な
さ
れ
、

こ
の
と
き
に
は
、
地
区
で
「
放
っ
て
お
く
」
と
い
う
回
答
が
多
く

「
親
に
教
え
て
も
ら
う
」
や
「
調
べ
る
」
と
い
う
回
答
が
少
な
か

っ
た
。
今
回
の
調
査
結
果
も
前
回
と
同
様
で
あ
る
が
、
特
に
目
立

つ
の
は
、
地
区
の
「
放
っ
て
お
く
」
率
が
、
小
六
か
ら
す
で
に
中

三
な
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
中
一
一
一
の
学
習
理
解

度
別
の
回
答
結
果
を
表
、
に
示
す
。
学
習
理
解
度
下
位
層
で
は
「
放

っ
て
お
く
」
が
多
く
、
地
区
で
は
そ
れ
が
際
だ
っ
て
い
る
。
た
だ

し
、
上
位
層
で
は
、
「
放
っ
て
お
く
」
率
は
全
体
よ
り
も
地
区
の
方

が
低
い
。
そ
し
て
、
地
区
で
は
「
学
校
の
先
生
」
や
「
塾
の
先
生
」

に
た
ず
ね
る
こ
と
が
、
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

八
○
年
代
の
終
わ
り
か
ら
、
大
阪
で
は
「
自
学
自
習
の
力
」
の

育
成
が
同
和
地
区
の
子
ど
も
の
学
力
保
障
の
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
地
区
の
子
ど
も
を
一
く
く
り

図３中３数学正答率分布

2０ 

■地区

鰯全体1５ 

1０ 

５ 

皿
刊
刑
卍
可
用
『
〃
■
弓
低
面
Ⅵ
墹
訟
冊
列
切
目

０ 

～１０～２０～３０～４０～５０～６０～７０～８０～９０～１００ 

表１１難しい算数・数学の問題があったとき

小e地区｜小s全体｜中3地区｜中s全体

に
し
て
「
自
学
自
習
の
力
」
を
考
え
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
な

い
。
調
査
結
果
か
ら
推
測
す
る
と
、
地
区
の
学
習
理
解
度
が
高
い

子
ど
も
が
学
習
の
つ
ま
づ
き
を
解
決
す
る
際
に
、
教
師
が
果
た
し

て
い
る
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
だ
が
、
高
校
進
学
後
を
考
え
る

と
、
現
実
問
題
と
し
て
「
周
り
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と

き
に
も
一
人
で
調
べ
る
力
」
を
つ
け
る
こ
と
に
、
配
慮
す
べ
き
だ

ろ
う
。
他
方
、
学
習
理
解
度
が
低
い
子
ど
も
は
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
「
放
っ
て
お
く
」
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
一
般
的
に
、

学
業
不
振
に
陥
っ
た
子
ど
も
は
「
勉
強
し
て
も
無
駄
だ
」
と
い
う

無
力
感
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
端
的
に
一
一
一
一
口
え
ば
、
勉

強
が
「
わ
か
ら
な
い
」
子
ど
も
は
、
教
室
で
無
力
感
を
学
ん
で
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
学
び
に
お
け

る
達
成
体
験
を
通
じ
て
無
力
感
を
払
拭
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
は
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
わ
か
ら
な
い
か
ら
教
え
て
ほ
し
い
」
と
子

ど
も
が
一
一
一
一
口
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
自
分
で
調
べ
て
み
よ
う

と
考
え
る
た
め
に
は
、
自
分
の
潜
在
能
力
に
確
信
を
持
つ
こ
と
が

（
９
）
 

必
要
で
あ
る
。

表１２難い､数学の問題があったとき（中３数学学習理解度別）

小ｅ地区 小ｅ全体 中３地区 中８全体

親に教えてもらう

兄や姉に教えてもらう

教科書や参考書で鯛ぺる

塾の先生や家庭教師

学校の先生に質問

友だちに教えてもらう

放っておく

その他 ３７４０１２２４ ●●●●●●●● １６８７８２２４ 
６２２ 

２２ ３１１８３７４１ ●●●●●●●● ９７５７４８１４ 
６２３ 

１１ ９２４８２７０８ ●●●００●●● ９１３１６５３４ １２３２１３２ １９２４０２６３ ●●●●●●●● 幽型網鋼川妬、４
下位 中 『位 中」 二位 上位

地区 全体 地区 全体 地区 全体 地区 全休
親に敬えてもらう

兄や姉に教えてもらう

教科谷や参考谷で田ぺる

塾の先生や家庭数節

学校の先生に質問

友だちに救えてもらう

放っておく

その他 ６０２５５２９１ ●●巴Ｇ●■■●川如型個個露顕８ ２２７１０９９０ ●ＣＯ●０●●■ 旧型ｍｎ８銅巫４ ８８６２７２６５ 個”釦溺⑱釦、１ ０３４７７０６３ 型餌“霞旧⑩脂２ ０８８１６５３０ ●●●●」■●●●沁旧舛麺旧幻６１ ２７３３９８８１ ●●●●●●●■ 麺塑勺躯側鎚Ⅲ４ ９５６８１５９６ ●●●●●●●● ７１２２１９４６ ２１４３３２ ０７９９５１６９ 釦幻釦麹旧釦８５
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慣
の
し
つ
け
を
め
ぐ
っ
て
、
親
子
関
係
は
緊
張
を
は
ら
む
よ
う
に

な
る
。
親
に
よ
る
し
つ
け
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
時
に
自
分

の
要
求
に
対
立
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
受
容
し
受
容
さ
れ

る
関
係
か
ら
、
緊
張
を
は
ら
ん
だ
関
係
へ
。
親
子
が
向
き
合
う
関

係
か
ら
、
子
ど
も
の
自
立
を
め
ざ
し
て
親
子
が
同
じ
方
向
を
向
く

関
係
へ
。
こ
の
よ
う
な
親
子
関
係
の
切
り
替
え
が
う
ま
く
い
か
な

い
家
庭
が
、
地
区
で
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

表１７生活リズム

１
就
学
前
後
期
に
お
け
る
保
育
・
教
育
の
課
題

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
は
小
学
校
低
学
年
に
対
す
る
調
査

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
低
学
年
段
階
の
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
学

業
不
振
は
、
小
学
校
高
学
年
や
中
学
生
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
深
刻

で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
将
来
の
学
業
不
振
の
芽
は
、

こ
の
時
期
か
ら
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

小
学
校
低
学
年
の
生
活
調
査
の
結
果
で
目
立
つ
の
は
、
学
校
生

活
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
で
あ
る
。
例
え
ば
、
表
Ⅲ
と
表

Ⅲ
が
示
す
よ
う
に
、
地
区
の
子
ど
も
は
、
学
校
生
活
を
「
楽
し
く

な
い
」
と
考
え
る
傾
向
が
強
く
（
小
二
間
９
）
、
「
先
生
が
好
き
」

に
「
い
い
え
」
と
答
え
る
率
も
や
や
高
い
（
小
二
問
週
う
）
。
そ
れ

に
比
べ
る
と
、
表
砠
と
表
咄
が
示
す
よ
う
に
、
家
庭
生
活
を
「
楽

し
い
」
と
答
え
る
率
は
地
区
と
全
体
と
の
差
が
小
さ
く
（
小
二
問

、
）
、
父
母
が
「
好
き
」
と
答
え
る
率
は
、
地
区
の
方
が
や
や
高
い

（
小
二
問
Ⅲ
い
）
。

同
和
地
区
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、
学
校
は
家
庭
よ
り
居
心
地
の

よ
い
場
所
で
は
な
い
。
だ
が
、
家
庭
の
居
心
地
の
良
さ
は
、
別
の

問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
表
刀
は
基
本
的
生
活
習
慣

小２地区小２全

三
生
活
調
査
の
結
果

こ
の
こ
と
は
、
小
学
校
に
入
学
し
た
子
ど
も
が
、
教
師
と
の
関
係

に
と
ま
ど
う
原
因
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
活
習
慣
の
確

立
を
め
ざ
し
て
子
ど
も
と
大
人
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い

く
べ
き
か
。
こ
れ
は
家
庭
教
育
と
就
学
前
後
の
連
携
に
お
け
る
重

要
な
検
討
課
題
で
あ
る
。

家
庭
生
活
に
関
し
て
興
味
深
い
の
は
、
家
庭
で
絵
本
を
読
ん
で

も
ら
っ
た
体
験
（
小
二
間
７
）
に
お
い
て
、
地
区
と
全
体
の
差
が

（
小
二
問
六
）
に
つ
い

て
の
回
答
結
果
を
示
し

て
い
る
が
、
多
く
の
項

目
で
地
区
の
子
ど
も
た

ち
の
「
い
つ
も
し
て
い

る
」
と
い
う
回
答
が
少

な
い
。
メ
リ
ハ
リ
な
く

す
ぎ
て
い
く
、
な
ん
と

な
く
居
心
地
の
い
い
曰

常
で
あ
る
。

乳
児
期
に
親
は
無
条

件
に
子
ど
も
の
欲
求
を

満
た
し
て
や
る
。
む
ず

か
れ
ば
だ
っ
こ
し
て
や

り
、
お
腹
が
す
け
ば
ミ

ル
ク
を
与
え
、
お
し
っ

こ
を
す
れ
ば
お
む
つ
を

換
え
て
や
る
と
い
う
の

が
、
こ
の
時
期
の
親
子

関
係
の
基
本
性
格
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
幼
児

期
に
は
基
本
的
生
活
習

表１３学校生活 表1４ 先生が好きだ

小２地区111,2全体

表１５家庭生活 表１６お父さんやお母さんが好きだ

'Ｍ地区ｌ小２

却
凹
祁
現
剤
州
幻
刈
呵
Ⅱ
何
ヨ
】
ロ
凹
鋼
Ⅲ
舟
ｊ
四
回
目
．
Ｒ
一
■
Ｉ
刃
Ｉ
‐
■
Ⅱ
９
Ⅱ
ロ
、
つ
び
□
・
Ｉ
●
０
●
Ｉ
・
ロ
－
１
１
０

小２地区 小２全体．
廟、自分でおきる

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． ３９４４ ●●●● ８４５１ ２５１ ８９６７ ●●．●● ８５３１ ２５１ 
期、国をみがく

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． ９８１２ ●●Ｃ● 梱銅、１ ２９２７ ●●●● 副引氾１
朝、頭芒洗つ

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
、．⑧． ５６５４ ●●●● 引誕脚１ ２６５８ ●●●● ９９９１ 

５２ 

期御飯を食べる

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． ９３１６ ●■●● ８７２１ 

７１ 

１６５８ ●●●● ５１１１ 
８１ 

あいさつをする

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
、．⑧． ６９５９ ●●●● ７３６１ 

６２ １８ ●二勺■□
６ ７ 

７２ ●● ３２ 
ハンカチやちり紙を用正する
いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． １１２６ ●●●● ８９１１ ２３３ 

33.1 

41.4 

2３ 

2.5 

烟食しない

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
、．＆．

４５ 判側
４１ ●■■、●１ １９９２ 

●● ８０ ４４ 

外がらり91つたら手を洗う

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
、。ａ、

６１ ●● ０６ ５３ 
２ １ 

２ ● １ ４３６８ ●●●● １０６１ 
６３ 

禄ｏｎＵＩ－函亡犀?（

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ･ａ． ８７２２ ●●●● ８１８１ ４３１ ７３５５ ●●●● ３６８１ 

６２ 

刑の日に学校の用恵をする

いつもしている
ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． 

４ ０ ６ ６ 

５ ２ 

４２ ●● ７１ ８４４９ ●●● ２１１ 
７２ 

だいたい同じ時間に寝る

いつもしている

ときどきしている
ほとんどしない
ｎ．ａ． ３７６４ ●●０● ６７４１ ３３２ ６６６２ ●●●● ５２９２ ３４１ 

小２２色 二 小２全体
とてもたのしい

まあたのしい
あまりたのしくない
ぜんぜんたのしくない
ｎ．ａ． ０１３２５ ●●●●●● ５０１１２ ４３１１ ７９７４３ ●●●●● 弱幻７５３

小２地区 小２全体

｜え一ついいつはいふ
● ａ ● 、 ７６５２ ●●●● 但泗鍋４ ５３０２ ●●●● ３９９８ ４３ 

小２地区 小２全’体
とてもたのしい

まあたのしい
あまりたのしくない
ぜんぜんたのし<ない
ｎ．ａ． ９７９４０ ●●●●● ８０６７６ 

５２ 

７９０４０ ●●●●● ９１６５７ 
５２ 

小２地 二 小２全体

一元』ついいつはいふ
● ａ ● 、 ８２７４ ●●●● 印３浬６ ３３９５ ●●●● 餌３型９
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地
区
と
全
体
の
差
は
、
小
学
生
で
は
大
き
く
、
中
学
生
で
は
ご
く

小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
の
図
５
は
、
中
三
の
自
尊
感
情
と
学
習
理
解
度
の
関
連
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
地
区
内
外
と
も
、
自
尊
感
情
が
高
い
ほ
ど
学

習
理
解
度
が
高
い
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
る
が
、
同
じ
程
度
の
自

尊
感
情
の
子
ど
も
同
士
で
比
べ
る
と
、
地
区
の
方
が
学
習
理
解
度

は
低
い
方
に
偏
っ
て
い
る
。
地
区
と
全
体
の
学
習
理
解
度
の
集
団

差
は
、
自
尊
感
情
の
「
高
低
」
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
の
で

表１８自尊感情（小２）

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
回
調
査
（
小
学
五

年
生
と
中
学
二
年
生
）
で
は
、
明
ら
か
に
差
が
見
ら
れ
た
質
問
項

目
で
あ
る
。
今
回
調
査
の
結
果
は
、
こ
の
間
の
保
育
園
な
ど
の
取

り
組
み
の
反
映
だ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
問
題
は
、
「
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
」
の
ね
ら
い
を
、
保
護
者
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
か
で
あ
る
。

各
地
の
保
育
所
で
は
、
保
育
園
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
だ
け

で
な
く
、
家
庭
へ
の
絵
本
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ

が
、
保
育
所
側
の
ね
ら
い
が
保
護
者
に
伝
わ
ら
ず
、
家
庭
で
の
読

み
聞
か
せ
が
自
己
目
的
化
・
形
式
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
例
に
出

く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
「
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
保
育
園
か
ら
の
呼
び
か
け
が
、
保
護
者
に
押
し
つ
け
と
受
け
取

ら
れ
て
い
な
い
か
。
保
護
者
が
焦
る
あ
ま
り
、
子
ど
も
に
い
や
い

や
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
か
。
実
際
、
今

回
の
調
査
で
は
、
家
庭
で
読
書
を
「
し
な
い
」
子
は
地
区
に
多
く

み
ら
れ
た
（
小
二
間
３
、
全
体
一
一
六
・
一
％
、
地
区
一
一
一
一
一
一
・
三
％
）
。

読
み
聞
か
せ
が
さ
か
ん
な
わ
り
に
は
、
地
区
の
子
ど
も
は
読
書
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
に
限
ら
な
い
。
保
育
園
に
お
け
る
集
団
保
育
と
家
庭
の
子
育
て

に
関
し
て
、
保
育
園
と
保
護
者
の
間
に
ど
の
よ
う
な
対
話
が
な
さ

れ
て
い
る
か
、
改
め
て
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

（
、
）

思
う
。ハＦ１小２全体

（
、
）

れ
ら
は
い
ず
れ
Ｌ
Ｕ
、
従
来
の
調
査
と
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

紙
数
の
都
合
上
、
各
々
の
紹
介
は
省
略
し
た
い
。

報
告
書
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、
子
ど
も
全
体
に
つ
い

て
小
学
生
と
中
学
生
を
比
較
す
る
と
、
中
学
生
の
方
が
小
学
生
よ

り
も
自
尊
感
情
が
低
い
よ
う
で
あ
る
。
先
の
表
、
を
ふ
た
た
び
見

て
み
よ
う
。
少
数
の
質
問
を
除
い
て
、
否
定
的
な
回
答
は
、
小
学

生
よ
り
中
学
生
で
目
立
つ
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
中
学
生
で
全

体
と
地
区
の
自
尊
感
情
の
高
さ
が
あ
ま
り
ち
が
わ
な
い
の
は
、
地

自
尊
感
情
は
前
回
の
調
査
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今

回
調
査
の
質
問
文
は
前
回
調
査
か
ら
か
な
り
変
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
間
多
く
の
実
態
調
査
に
自
尊
感
情
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
過

程
で
、
よ
り
適
切
な
質
問
を
模
索
し
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
具

体
的
に
調
査
結
果
を
見
る
前
に
、
今
一
度
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
と

議
論
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
、
地
区
の
子
ど
も
の
自
尊
感

情
は
小
学
校
高
学
年
ま
で
は
低
い
方
に
偏
る
が
、
中
学
生
で
は
必

ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
第
二
に
、
自
尊
感
情
と
学
力
の
問

に
は
、
か
な
り
の
程
度
の
関
連
が
見
ら
れ
る
。
特
に
物
事
に
地
道

に
取
り
組
む
姿
勢
や
知
的
な
能
力
へ
の
自
信
は
、
学
習
理
解
度
と

関
連
が
深
い
。
第
三
に
、
自
尊
感
情
と
人
権
意
識
の
間
に
は
深
い

関
連
が
み
と
め
ら
れ
る
。
身
近
な
大
人
に
信
頼
感
を
持
つ
こ
と
や
、

自
分
の
価
値
を
正
当
に
認
め
る
こ
と
な
ど
は
、
人
権
意
識
を
育
む

（
、
）

た
め
の
条
件
で
あ
る
。

表
旧
と
表
凹
は
、
自
尊
感
情
に
関
す
る
各
質
問
（
小
こ
の
間
、
、

小
六
・
中
一
一
一
の
問
釦
お
よ
び
問
記
）
へ
の
回
答
を
示
し
て
い
る
。

小
学
生
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
質
問
に
お
い
て
、
地
区
の
子
ど
も
の

自
尊
感
情
の
低
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
結
果
で
あ
る
。
一
方
、
中
学

生
で
は
、
全
体
と
地
区
の
差
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
図
４
は
、

全
体
と
地
区
の
子
ど
も
の
自
尊
感
情
を
比
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

２
自
尊
感
情
の
危
機

あ
る
。
地
区
の
中
学
生
の
自
尊
感
情
に
、

学
習
理
解
を
押
し
と
ど
め
る
「
内
在
的
」

特
質
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
、
自
尊
感
情
以
外
の
「
外
在
的
」

要
因
が
、
地
区
の
中
学
生
の
学
習
理
解

に
強
く
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
書

は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
探
求
す

べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
に
も
報
告
書
で
は
、
学
校
イ

メ
ー
ジ
、
生
活
リ
ズ
ム
、
身
近
な
大
人

と
の
関
係
、
友
だ
ち
と
の
関
係
、
悩
み

事
、
進
路
希
望
、
社
会
観
な
ど
と
自
尊

感
情
の
関
連
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ

國
剰
・
崎
蜀
州
鈩

Ｉ 

小２地匿 小２全体

破産まで河1級０

はい
いいえ

β､つう
ｎ．ａ． ３９９９ ●●●● ３６５３ ５３ 

６ ● ６ ５ 

８１５ ●●● ３２７ ３ 

お父さんやお負*さんかヌナきた

はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ． ８２７４ ●●●● ７３２ ６２ 

６ ３３９５ ■●●● ４３２９ ６２ 
先生が好きだ

はい

いいえ

ふつう
ｎ．ａ． ７６５２ ●●●● ２３９４ ４１３ ５３０２ ●●●● ３９９８ ４３ 
字校はきらいだ

はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ ● ６９６９ ，●●● ８３３３ １４３ ９５７９ ０●●● ２７１７ １４３ 
よくいしめｂｵLｏ

はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ ８６２５ 四鍋引５ ３６３９ ●●●● ７３０８ １４３ 
フフワヘでﾉﾋﾇL刀､｡ＤＣ

はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ． ７８６８ ●●●● １５３８ １４３ ５５２８ ●●●● 旭判鋼加
｡字1受の勉強は簡単だ
はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ。 ２１８９ ●■●● ２２１３ ３２４ ７４８１ ●●●● 四個別８
』[座。もりにい」にここご二三忽コ

はい
いいえ

ふつう
ｎ．ａ ３７５５ ●●●● ８８６６ ２２３ ８５７０ ●●●● ５８５０ ２２３１ 
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表１９自尊感情（小６．中３）
小６地区小・・１，・・

自分とはちかつ人間Iこぢ:ってしまいたい

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ● ５１５９ ●●●● １９８０ ２３３ ６８３４ ，頭“２ ３１１５ ●●●● ６７５１ ２３３ ５９７８ ●●●● ４０３０ ２４３ 
ﾖｳﾞZI江払'二大きな期15Fきか'丁工いつ

はい
どちらでもない
いいえ
、．＆． ７４２７ ●●●● ５１２０ ２５２ ６６６２ 塑釦副４ ９８７７ ●●●● ８８０１ １４３ ２５０４ ●●●● ９１８１ １５２ 
fⅨしし、ｂｕＪ刀､びり汀1,ＩふうZ踵【ご＝`よし､刀ﾉー

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ３９８０ ●●●● ９８９２ ３３１ ７２１０ ●●●０ ２９５３ ３３２ ０３０７ ●●●● ０７１１ ４３２ ３７３７ ●●●● ”幻出０
脾ＴＵｎＤＵ‐‐ジつうもＪｂＪＵ－み「－

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ● ９１７４ 麺切叫２ ４９５２ ｍ妬釦３ ３１２５ 釦妬型１ ・４８２６●●●● 釦倶塑０
やもと決めたことI江殴浬まで頑5及包Iよった

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． １７０２ ●●●● ３９５２ ２４２ ４２４０ ●●●● ６１９３ ２５１ ９９７５ ●●●● 函認印１ ８７７７ ●●●● 麺記、０
物事を淫解す６刀Iま人より陵れていつIよった

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． １７６６ ●●●● ０１５２ １５３ ９８９３ ●●●● ０３１３ １５３ ４１９７ ●●●● 犯則鋼１ ７１５７ ●●●● ２３３０ １５３ 
人7ｍｂＩ忍刀､I-eTl,ｏこ９－、砲u刀､ユムユIふソ'二

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ９０７４ ●●●● ０５１２ ６２１ １９８１ ●●●● ６８１３ ５２１ ４９２５ ●●●● ５０２１ ５３１ ５５２８ ●●●● 別鋼脚０
リーダーになってみんなを弓1つ扱っていくIまつ１

はい

どちらでもない
いいえ

、．⑧．

戸一一

１８７４ ●●●● ２１３２ １４４ ６３９１ ●●●● １２２３ １４４ ５４６５ ●●●● ８幅“１ ９６８６ ●●●● ８“妬０
周りの人にあわせ勺のかつまいはった
はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ２３４０ ●●●● ．、別躯２

￣弓

６０２２ ●●●● ９５２３ １５２ 
￣ 

５５３７ ●●●● ０７０１ ２５２ 
Ｆ￣弓

２４７７ ●●●● ４７７ ２５１ 
０ 

￣ 
UU昌Ｕ夕ＴＯ､ツてり＝、Ｕグー一己久孤ヨーッ￣ロククａＪ－

はい
どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ８５３４ ●●●● ３９４２ １４３ ２２４２ ●■●０ ４０２３ １５３ ７０６７ ●●●● ３６８１ １５２ ９９５７ ●●●● ３５９０ １５２ 
自分がとつ忠われていつか、'二写Ｏ々庭

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ５３８４ ●●●● 網鋼泗２ ５３９２ ●●●０ ００５３ ５３１ ７５１７ ●●●● ２０５１ ５３１ ４４５７ ●●●０ ７０１０ ５３１ 
みんなのIiUでもIまつきり恵兄か菖兀･刀J二

はい

どちらでもない
いいえ

ｎ．ａ． ９７８６ ●●●● ８８９２ １３３ ８０９４ ●０●● ０１４３ ２４３ ７７３３ ｍ妬釦２ ０７４９ ●●●● ０７１０ ２４３ 

1,.ａ ｌｌ､１１２．２１１．２１０．８１ 
小６耳2匹 小Ｇ全俸 中己呵９匹 中３全体

鰯uIま瓦吊Fらをﾏﾌかつて〈才していつ

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ６３６６ ０●巳●“側旧０ ５０２３ ●●●● 

１８ ５３ 

８２ ９４４２ ●●●● ５０２１ ３５１ ６７０８ ●●●● 顕釦艸０
ﾌﾞＥ＝'よ｡ｎ,守ら亡イブ刀､つLs5rL~Ｌしnｏ

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ７６６２ ●●●● １３２２ ２５２ ６２５７ ●●●● ６３６３ ２５１ ８８０５ ●●●● ５１１１ １６２ ８２８１ ●●●● ３４０１ １６２ 
？尿、きしたいと起った－と７，１ｺ1店[かめＣ

はい
どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ７６９７ ●●●● 扣而㈹０ ７３８２ ●●●● ３８５２ ３１４ ７５５２ ●●●● ２９６１ ４１３ ３００７ ●●●● 弧浬鈎０
罰皿ﾉ甲~ＥＪＵ配し~〔しＵくれ,ＯノＭ正7二ＴＬもbUBEし､

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ ● ０２２６ ●●●● ９４６０ ２６ ５３９３ ６ｍ加２ ０２２７ ●●●● ５７６１ ２６ ３６３８ ●●●● ４６８０ ２６ 
よくI式か⑩十Iこいしのら才LＣ

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．日． ５２７６ ５浬両０ ４３１２ ０●●● ５０２２ ２７ ３２１５ ●●●● ２６０１ １８ ２８３７ ●●●● ３８７０ １７ 
午き■EqJuJ7UURTさ7二

はい
どちらでもない
いいえ
、． ７６３４ ●●●● 幻姐麺０ ７５８０ ●●●● ８０８２ ４３１ ９４５２ ●●●● ５３９１ ４３１ ８７９５ ●●●● ６３８０ ４３１ 
手切とＷｿ圏憂ＨＩ－Ｕ巫曰１日セポテつこしＵＯ

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ０８４７ ●●●● ５１２０ １４４ ７７５１ ●●●● ６８２２ １４３ ８２７２ ●●０● ４０３１ ４５ ４３７７ ●●●● ７２９０ ４４ 
私はとてもしあわせた

はい
どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． ８９９４ ●●●■ ４３００ ２５２ ７０１１ ●●●● ２１４２ ３５１ ９５９７ ●●●● 釦駆脚１ ６８８８ ●●●● ０３４０ ３５１ 
曰フフＵソUエTFrEし｡-Ｖｸｸﾞﾆ巳輕~ノーＣね､アレロ

はい

どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ １３０６ ●●●● 狐蛎如０ ０５２３ ●●●● ３６８２ ３４１ ５９４２ ●●●● 胆釦帽１ １０２７ ●●Ｃ● ３３３０ ４４１ 
ソフグ（ＷﾜﾁﾉＶ呵ようgUb及丁刀､TL-LしＵｏ

はい
どちらでもない
いいえ
、．且． ７１３９ ●●●● ５６７０ ６２ ８７６９ ●●●● ７８０２ ６２ ５０６９ ●●●● ３９５１ ７１ ６３８３ ●●●● ４９４１ ７１ 
理ＢＷＴＤ’ＬＪｍ－ソＵツーこ"ひわ曰１日亡示丁つししＵｏ

はい
どちらでもない
いいえ
ｎ．ａ． １６５７ ●●●● ５９４０ ２３３ １９９１ ●●●■ ６８２２ ２３３ ３９５２ ●●●● ０２５１ ２４３ ６１６８ 氾偲髄０
官界ﾐ宗にI恐転山一とZびわ白1目亡l守つ~Ｌし１０

はい

どちらでもない
いいえ

21.8 

37.6 

39.4 

22.1 

39.6 

36.1 

18.5 

44.4 

35.9 

19.0 

45.8 

34.4 
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表２０環境統制感

4０ 

図４自尊感情
小６地区小Ｂ全体中ａ地区・・ 低

中
高

■
鬮
圏

２５石、
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

塑旦_、

小２地区

小２全体

小６地区

小６全体

中３地区

中３全体

262繍繍491蝋蕊、冨研電

100％ 60％ 80％ 40％ 20％ 0％ 

自尊感情と学習理解（中３）図５

図学力下

露学力中下

、学力中上

露学力上

地区自尊低

全体自尊低

地区自尊中

全体自尊中

地区自尊高

全体自尊高

0％ 20％ 40％ 60％ 80％１００％ 

区
の
中
学
生
の
自
尊
感
情
が
高
い
か

ら
で
は
な
い
。
中
学
生
全
体
の
自
尊

感
情
が
地
区
な
み
に
低
い
か
ら
な
の

で
あ
る
。
中
学
生
の
自
尊
感
情
の
低

下
は
、
地
区
内
外
に
共
通
す
る
問
題

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

３
「
ム
カ
つ
い
て
い
る
」

子
ど
も

子
ど
も
の
「
荒
れ
」
が
深
刻
だ
と

（
凪
）

い
わ
れ
る
。
「
並
曰
通
の
子
」
が
日
常
的

に
「
ム
カ
つ
く
」
と
ロ
に
し
、
突
如

「
キ
レ
ろ
」
現
象
。
子
ど
も
の
「
荒

れ
」
は
、
低
年
齢
化
・
遍
在
化
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
今

回
の
調
査
結
果
も
ま
た
、
心
身
の
ス

ト
レ
ス
が
、
広
く
、
深
く
子
ど
も
に

浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

表
加
は
、
環
境
統
制
感
に
関
わ
る

質
問
へ
の
回
答
結
果
で
あ
る
（
小

六
・
中
三
問
珊
）
。
自
尊
感
情
に
つ
い

て
の
質
問
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
小
学

ｉ 

小６地区 小６全体 中ａ埴匹 中ａ菫俸

曰フＴｕソロしｕＥＩｊＵｂしｕＵバー。．－℃汀ＬＯ

よくある
ときどきある
あまりない
、．＆． ６６７２ ●●●● ３０３２ ３４２ ４２３１ ●●●● ７５４３ ２４２ ８９８５ ●●●● ２６８１ ２４２ １６７６ 氾帽型０
曰ツヴu｣刀ヤコ団ﾋﾘｦTをまTブリIこわかってもらえ写い

よくある
ときどきある
あまりない
、．⑧． ０３３４ ●●●０ ６３８２ １４３ ７４１８ 個但扣３ ３４５９ ●●●● ３３１１ １４４ ７５８０ 脚梱㈹１

フ冠二しげ▽ しＬ つめし麺
Ⅵ 

〃つ

狩るスあいこるきなつあどりにくきま媒よとあ
● ａ｜ ● 、 ８４３６ 渦扣偲２ ８４０９ ●●●● １９５３ １３４ ５５５５ ●●●● ９１７１ ４４ ２９９０ ●●巳●⑪鯏妬１

らこツＷ－ごJrLJ二．こつ"ぴ女ＧＩ守勺１－Jみつ

る
あいかるきなシあどりわくぎまａまよとあ几 ２０８９ ●●、●５１０２ １３５ ３５４８ ●●●● ４３８３ １３４ １５７７ ●●●● ４６７１ １３４ ７４１９ 桁鈎偲０

曰万Ｉ恐'ひ０－亡ＴＪつし七Jこび」Jここ麺メフ

よくある
ときどきある
あまりない
ｎ．ａ． ０３４３ ●●●● ０６０３ ２３４ ９３２６ ●●●● ５７３３ １３４ ９８７７ ●●●● ９７０１ １３４ ０９１９ ●●● １８９． ２３３ 

● ０ 

友たちか霧い二ときしていてもとのｂｊｒＬＵ５い

よくある
ときどきある
あまりない
ｎ．ａ． ３９２６ ●●●● ７３６２ ２４２ ８３５４ ●●●０ ０５０３ ２４３ ５２４９ 西側麺１ １６４９ ●●●● 墾幻幻０
大戸でさ'プんでみたい

よくある
ときどきある
あまりない
ｎ．ａ． ６８３４ ●●●● 扣劉型２ ００５４ ●●●● 例釧引３ ２００９ 鍋、“１ ５７０８ ●●●● 弱叫鈎０

いいくにへ

瓦るてあい他るきな巳あどり』くぎまａ観よとあ、 ５５１９ ●●●● １０５２ ２３４ ６１４９ ●●●● ６６３ １２５ 
３ ６４５５ 。●●□●２１３２ ２２５ １２５１ ●●●● ね幽弱１

Ｕ し。一一ＨＵ 
Ｂ 〃癖

ごるこあいにるきなごあどりのくぎまａ罰よとあ、 ９４１６ ●●●● ２３１２ ４３２ ６００３ 叫鉛躯３ ２００９ ●●●● ３８７１ ４３１ １１０８ ●●Ｇ● 網鏥如０
ユ坐Ｕ 〃つよ’ 』こ

」るうあいいるきなｗあどリエくぎま旦元よとあ、 １０４６ ●●●● ０６１２ ３３３ ３６７５ ●●●● １３１３ ２３４ ２６６７ ●●●０ ２９６１ ３３２ ８７７８ 塑馴配０
字恢でいやJtl5思いきしたり、九瓦かびくＢ０

よくある
ときどきある
あまりない
ｎ．ａ． ３０５２ 旭扣鍋２ １０５３ ●●●● ８８０３ １３４ ６４４７ ●●●● ５９３１ １３４ ７６９８ ●◇●０ ７３７０ １４３ 

きっといいことがある、と

るるいあいてるきなしあどリカくぎま男よとあ
● ａ ● 、 １８７４ 鋼鋼四２ １６１２ ㈹糾皿３ ６１６７ ●Ｃ●● ９７１１ ３３２ ９１２９ ●●●● 杷弧型０
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に
共
通
す
る
生
活
意
識
や
生
活
行
動
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
「
前
曰
に
学
校
の
用
意
を
す
る
」
こ
と
が
少
な
い
こ
と
、

家
庭
学
習
の
際
に
「
自
分
で
調
べ
る
」
こ
と
が
少
な
い
こ
と
な
ど

は
、
先
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
、
学
習
理
解
度
別
に
み
た

進
路
希
望
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
図
６
に
示
し
た
よ
う
に
、
上
位
層

で
は
全
体
と
の
差
は
小
さ
い
と
は
い
え
、
い
ず
れ
の
学
習
理
解
度

段
階
で
も
、
地
区
の
子
ど
も
の
大
学
・
短
大
志
望
は
少
な
い
。
進

路
希
望
は
基
本
的
に
は
学
業
成
績
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
だ
が
、

地
区
の
子
ど
も
全
体
に
お
お
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
な
進
学
意
欲
を
抑

制
す
る
要
因
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
様
で
あ
る
と
同
時

に
同
質
的
。
こ
れ
が
地
区
の
子
ど
も
の
今
の
姿
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
と
地
区
外
の
子
ど
も
の
教
育

課
題
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う

か
。
「
落
ち
こ
ぼ
れ
。
落
ち
こ
ぼ
し
」
、
学
習
意
欲
の
喪
失
、
自
尊

感
情
の
低
下
、
心
身
の
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
な
ど
は
、
同
和
地
区
内

外
の
子
ど
も
が
と
も
に
直
面
す
る
危
機
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
危
機
は
、
地
区
の
子
ど
も
に
、
よ
り
早
い
時
期
か
ら
、
よ
り

集
中
的
に
現
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
比
嶬
的
に
い
え
ば
、
地

区
の
子
ど
も
は
危
機
を
告
げ
る
「
炭
坑
の
カ
ナ
リ
ア
」
な
の
で

（
鳩
）

あ
る
。
息
苦
し
さ
を
訴
え
る
彼
ら
彼
女
ら
を
懸
〈
叩
に
手
当
し
て
も
、

汚
れ
た
空
気
を
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
問
題
は
解
決
し
な
い
。
地
区

の
子
ど
も
も
地
区
外
の
子
ど
も
も
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
早
晩
共

校
高
学
年
よ
り
も
中
学
生
で
否
定
的
な
回
答
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、

「
友
だ
ち
が
悪
い
こ
と
を
し
て
も
と
め
ら
れ
な
い
」
「
朝
体
が
だ
る

い
」
「
先
生
の
言
う
こ
と
に
腹
が
立
つ
」
な
ど
で
、
「
よ
く
あ
る
」

は
小
学
生
よ
り
中
学
生
で
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
質
問
へ

の
中
学
生
の
回
答
で
は
、
地
区
と
全
体
の
差
は
小
さ
い
が
、
そ
れ

は
、
全
体
の
数
値
が
地
区
並
み
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
地
区
の

子
ど
も
は
、
早
い
時
期
か
ら
身
体
的
・
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
た
め

や
す
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

同
和
教
育
に
携
わ
る
教
員
の
問
で
は
、
新
し
い
形
の
「
荒
れ
」

が
話
題
に
な
る
か
な
り
以
前
か
ら
、
子
ど
も
の
変
化
を
指
摘
す
る

（
Ｍ
）
 

一
戸
が
あ
が
っ
て
い
た
。
当
初
は
従
来
の
人
権
学
習
や
「
仲
間
づ
く

り
」
の
方
法
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
形
で
こ
の
問
題
は
意

識
さ
れ
て
い
た
が
、
有
効
な
対
処
法
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
今

曰
に
至
っ
て
い
る
。
調
査
報
告
書
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は

同
和
教
育
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
子
ど

も
の
変
化
と
は
な
に
か
。
端
的
に
一
一
一
一
口
え
ば
、
自
分
の
要
求
を
言
語

化
し
、
他
者
の
要
求
に
耳
を
傾
け
、
人
間
関
係
を
調
整
す
る
経
験

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
結
果
、
自
己
・
他
者
理
解
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
。
大
人
は
「
話
せ
ば
わ
か
る
」
と
考
え
が
ち
だ
が
、
子

ど
も
は
「
ど
う
話
せ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

「
ム
カ
つ
く
」
の
元
来
の
意
味
は
、
「
吐
き
気
が
す
る
、
気
持
ち

国語の学習理解度と大学・短大進学希望（中３）図６ 報
告
書
を
通
読
し
て
の
印
象
は
、
同
和
地
区
の
子
ど
も
の
学
業

達
成
や
生
活
意
識
が
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

地
区
の
子
ど
も
の
間
に
も
か
な
り
の
学
力
の
分
散
が
認
め
ら
れ
、

一
世
代
前
ま
で
の
よ
う
に
、
多
く
の
子
ど
も
が
極
端
な
学
力
不
振

に
陥
っ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
報
告
書

で
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
学
習
理
解
度
や
生
活
状
況
・
生
活
意
識

に
お
け
る
同
和
地
区
間
の
ち
が
い
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
同
和
地
区

と
一
般
地
区
（
あ
る
い
は
全
体
）
の
「
格
差
」
に
の
み
注
目
し
て

い
て
は
、
多
様
化
し
た
地
区
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

同
時
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
区
の
子
ど
も

が
悪
い
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
「
不
愉
快
だ
、
腹
が
立
つ
」
と
い

う
意
味
が
重
ね
合
わ
さ
れ
た
の
は
、
ご
く
最
近
で
あ
る
。
外
的
な

人
間
関
係
の
不
満
を
処
理
で
き
な
い
時
、
そ
の
不
満
は
自
分
自
身

の
内
に
向
か
う
し
か
な
い
。
「
ム
カ
つ
く
」
と
い
う
表
現
が
市
民
権

を
得
て
い
る
の
は
、
解
消
さ
れ
な
い
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
す
る
状
況

が
曰
常
化
し
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
ム
カ
つ
く
」
理
由
を
他
者

に
理
解
可
能
な
形
で
言
語
化
し
、
自
己
理
解
と
他
者
理
解
を
深
め

る
経
験
が
、
子
ど
も
に
は
必
要
で
あ
る
。

8０．０ 

剛地区
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て
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倒
れ
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
「
学
級
崩
壊
」
、
教
師
の
「
燃
え
尽

き
」
、
高
校
中
退
率
の
急
増
、
子
ど
も
同
士
の
い
じ
め
、
子
ど
も
と

大
人
の
間
で
起
き
る
殺
傷
事
件
な
ど
は
、
共
倒
れ
の
徴
候
だ
と
い

え
な
く
も
な
い
。
汚
れ
た
空
気
を
入
れ
換
え
る
た
め
に
は
、
「
学
校
」

そ
の
も
の
、
「
教
育
」
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
見
直
す
教
育
改
革
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
改
革
の
発
信
源
に
な
る
こ
と
を
、
大

阪
の
同
和
教
育
は
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
同
和
教
育
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
普
遍
性
は
、
こ
の
改
革
の
過
程
で
、
あ
ら
た

め
て
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

大
阪
の
同
和
地
区
や
校
区
に
地
区
を
含
む
学
校
で
は
、
「
参
加

型
」
を
取
り
入
れ
た
教
科
学
習
や
人
権
学
習
、
地
域
に
「
開
か
れ

た
」
学
校
づ
く
り
、
校
区
を
基
盤
と
す
る
新
し
い
形
の
地
域
教
育

運
動
な
ど
、
改
革
の
試
み
が
盛
ん
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
こ

れ
ら
の
試
み
の
渦
中
で
実
施
さ
れ
た
。
改
革
は
よ
う
や
く
緒
に
つ

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

な
い
。
成
果
が
あ
が
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
一
時
的
な
も
の
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
取
り
組
み
を
し
て
も
、

成
果
が
た
だ
ち
に
現
れ
る
子
ど
も
と
そ
う
で
な
い
子
ど
も
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
改
革
は
か
け
声
倒
れ
に
終
わ
っ
て
い
な
い
か
。

改
革
が
成
功
し
た
地
域
と
失
敗
し
た
地
域
の
差
が
大
き
く
は
な
い

か
。
改
革
の
試
み
を
飲
み
込
む
ほ
ど
に
大
き
な
変
化
が
地
域
、
家

庭
、
学
校
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
起
き
て
い
る
の
で
は

注（
１
）
「
ふ
れ
愛
教
育
推
進
事
業
」
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
が

一
九
九
五
年
度
（
平
成
七
年
度
）
に
五
ヶ
年
計
画
で
開
始
し

た
事
業
で
あ
る
。
府
教
委
の
「
事
業
概
要
」
に
よ
る
と
、
事

業
の
趣
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
生
涯
学
習
の
基
礎
を
養
う
も
の

と
し
て
、
み
ず
か
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の
変
化
に
主
体
的

に
対
応
で
き
る
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
み
ず
か
ら
の
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
ぶ
意

欲
や
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
を
「
学
力
」

の
基
礎
と
し
、
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
学
力
」
を
児
童
生
徒
に
育
成
す
る
た
め

に
は
、
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み
と
と
も
に
地
域
・
家
庭

に
お
け
る
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
平
成
四
年
三
月
に
出
さ
れ
た
「
府
同
和
対
策
審
議

会
答
申
」
に
お
い
て
も
、
「
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
児
童
生

徒
の
基
本
的
生
活
習
慣
な
ど
の
改
善
を
図
り
、
学
習
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
引
き
続
き
、
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
地
域
お
よ
び
家
庭
と
の

連
携
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
同
和
地
区
を
有
す
る
学
校
は
も
と
よ
り
、

す
べ
て
の
学
校
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

本
事
業
は
、
大
阪
府
お
よ
び
市
町
村
の
教
育
委
員
会
な

ら
び
に
学
校
・
地
域
・
家
庭
の
相
互
連
携
に
努
め
、
子
ど

も
が
真
に
学
習
に
喜
び
を
見
出
し
、
生
涯
学
習
の
基
礎
を

培
う
た
め
の
「
学
力
」
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

厳
密
に
い
え
ば
、
「
ふ
れ
愛
教
育
推
進
事
業
」
は
同
和
対
策

事
業
で
は
な
い
。
し
か
し
、
事
業
が
誕
生
し
た
経
緯
や
同
和

教
育
の
取
り
組
み
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、
事
業
は
同
和
地
区

を
校
区
に
含
む
中
学
校
区
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今

回
調
査
が
実
施
さ
れ
た
校
区
名
は
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い

な
い
が
、
調
査
が
実
施
さ
れ
た
一
三
市
町
す
べ
て
に
、
同
和

地
区
が
存
在
し
て
い
る
。

（
２
）
正
式
に
は
、
学
力
生
活
総
合
実
態
調
査
実
施
市
町
教
育
委

員
会
。
ふ
れ
愛
教
育
総
合
推
進
委
員
会
編
『
平
成
八
年
度
学

力
生
活
総
合
実
態
調
査
集
計
結
果
の
分
析
と
考
察
に
つ
い

て
」
一
九
九
七
年
。
報
告
書
は
、
全
体
の
結
果
と
「
同
和
地

区
に
居
住
す
る
児
童
生
徒
」
の
結
果
の
二
分
冊
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
『
報
告
書
』
は
前
者
の
報
告
書
を
、
『
報
告

書
Ⅱ
』
は
後
者
の
報
告
書
を
指
す
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
あ

げ
る
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
二
冊
の
報
告
書
か
ら
の
も
の
で
あ

る
。

（
３
）
前
回
お
よ
び
今
回
の
調
査
の
実
施
概
要
は
、
次
頁
の
表
の

付
記
叩
八
九
年
の
調
査
お
よ
び
近
年
の
学
力
・
生
活
実
態
調
査
に

関
す
る
主
な
論
文
を
挙
げ
て
お
く
。

・
池
田
寛
「
自
己
概
念
と
学
力
に
関
す
る
理
論
的
考
察
ｌ
部
落
の

学
力
・
生
活
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
ｌ
」
「
大
阪
大
学
人
間
科
学

部
紀
要
』
第
一
三
巻
、
一
九
九
六
年

・
田
畑
元
信
「
大
阪
の
学
力
実
態
調
査
に
つ
い
て
ｌ
「
学
力
・
生

活
総
合
研
究
委
員
会
調
査
報
告
」
の
紹
介
ｌ
」
「
部
落
解
放
研

究
」
第
八
一
一
号
、
一
九
九
一
年

・
高
田
－
宏
「
学
力
調
査
」
部
落
解
放
研
究
所
編
「
部
落
解
放
年

鑑
一
九
九
七
年
版
』
解
放
出
版
社
、
一
九
九
八
年

・
高
田
一
宏
・
葛
上
秀
文
「
教
育
調
査
の
現
場
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

ー
大
阪
府
の
実
態
調
査
か
ら
ｌ
」
「
解
放
教
育
」
第
三
一
○
号
、

一
九
九
三
年

・
外
川
正
明
「
同
和
地
区
児
童
生
徒
の
学
力
と
家
庭
の
教
育
力
の

向
上
を
め
ざ
し
て
」
「
平
成
八
年
度
京
都
市
立
永
松
教
育
セ
ン
タ

ー
研
究
集
録
」
一
九
九
七
年

・
米
川
英
樹
「
生
活
・
学
習
理
解
度
調
査
か
ら
」
（
解
放
教
育
研
究

所
編
ラ
リ
ー
ズ
・
解
放
教
育
の
争
点
④
解
放
の
学
力
と
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
』
’
九
九
八
年

な
い
か
。
各
地
域
レ
ベ
ル
で
の
議
論
と
府
レ
ベ
ル
の
意
見
交
換
が
、

早
急
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
。
□
、
．
】
、
△
『
田
ご
屯
田
山
ｕ
■
■
■
■
ロ
ロ
マ
。
。
。
■
、
司
匹
■
１
口
■
■
■
｜
日
原
■
４
４
．
１
●
ロ
『
Ｉ
▲
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も
と
に
、
「
学
力
神
話
の
崩
壊
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
の

論
は
、
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
っ

た
。

（
９
）
駒
林
邦
男
『
現
代
社
会
の
学
力
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

一
九
九
五
年
。
駒
林
は
い
う
。
。
落
ち
こ
ぽ
」
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
の
一
定
層
は
「
わ
か
ら
な
い
」
「
で
き
な
い
」
で
い
る

だ
け
な
の
で
は
な
い
。
「
わ
か
り
た
い
」
「
で
き
た
い
」
と
も

思
わ
な
い
状
態
に
ま
で
お
ち
こ
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
落
ち

こ
ぼ
れ
」
の
否
定
的
結
果
は
学
校
知
の
学
び
と
い
う
局
面
を

超
え
て
、
学
び
全
般
の
効
力
感
の
喪
失
に
ま
で
波
及
し
て
い

る
の
で
あ
る
（
駒
林
九
九
頁
と
。

以
上
の
指
摘
と
関
連
し
て
、
塾
通
い
に
つ
い
て
一
言
述
べ

て
お
き
た
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
通
塾
率
に
お
け
る
全
体

と
地
区
の
差
が
、
小
六
よ
り
も
中
三
で
大
き
か
っ
た
（
通
塾

率
は
、
小
六
全
体
四
九
・
○
％
、
地
区
三
九
・
一
％
、
中
一
一
一

全
体
六
○
・
四
％
、
地
区
四
三
・
一
一
％
）
。
高
校
受
験
を
控
え

た
時
期
で
も
、
地
区
で
は
通
塾
が
ほ
と
ん
ど
増
え
な
い
の
で

あ
る
。
学
習
理
解
度
が
低
い
ほ
ど
通
塾
が
少
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
（
『
報
告
書
』
五
一
頁
、
「
報
告
書
Ⅱ
」
四
二
頁
）
。

だ
が
、
極
端
な
学
業
不
振
層
に
限
っ
て
い
え
ば
、
「
塾
に
行
か

な
い
か
ら
学
力
が
伸
び
な
い
」
、
あ
る
い
は
逆
に
「
塾
に
行
け

ば
学
力
が
伸
び
る
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
。
か
つ

’ 

て
筆
者
が
あ
る
同
和
地
区
で
お
こ
な
っ
た
聞
き
取
り
調
査
で

は
、
学
業
不
振
層
の
一
部
で
、
い
っ
た
ん
は
子
ど
も
を
塾
に

通
わ
せ
よ
う
と
決
心
し
た
も
の
の
「
塾
で
も
勉
強
に
つ
い
て

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
を
抱
い
て
い
る
保

護
者
が
み
ら
れ
た
。
通
塾
が
一
般
化
し
た
今
曰
で
は
、
学
業

不
振
層
の
子
ど
も
は
、
「
勉
強
に
自
信
を
失
っ
た
か
ら
塾
に
行

こ
う
と
し
な
い
」
の
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
、
）
同
和
地
区
に
お
い
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
少
な
い
こ
と

は
、
「
文
字
文
化
」
の
「
貧
し
さ
」
（
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
「
語

り
の
文
化
」
の
「
豊
か
さ
」
と
裏
表
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

き
た
が
）
の
象
徴
と
解
さ
れ
て
き
た
。
一
方
、
保
育
園
に
お

け
る
絵
本
実
践
の
主
な
ね
ら
い
は
、
「
言
語
能
力
を
高
め
る
」

「
映
像
認
識
力
を
育
て
る
」
「
感
性
や
認
識
を
豊
か
に
す
る
」

「
生
活
に
活
か
す
力
を
養
う
」
な
ど
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た

（
大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
編
『
改
訂
版
絵
本
と
子
ど

も
三
九
九
二
年
、
九
～
’
一
一
頁
）
。
加
え
て
、
絵
本
実
践
は
、

絵
本
の
貸
し
出
し
な
ど
を
通
じ
て
親
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

促
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
き
た
。
元
来
、
絵
本
実
践
の
ね
ら
い
は
、
非
常
に
幅

広
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、

読
み
聞
か
せ
の
形
式
化
・
自
己
目
的
化
は
、
「
角
を
矯
め
て
牛

を
殺
す
」
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
家
庭
に
お
け
る
絵

通
り
で
あ
る
。

（
４
）
学
力
・
生
活
総
合
研
究
委
員
会
編
『
学
力
・
生
活
総
合
研

究
委
員
会
報
告
書
ｌ
同
和
地
区
児
童
生
徒
の
学
習
理
解
度
及

び
家
庭
学
習
状
況
等
に
つ
い
て
』
一
九
九
一
年
、
三
頁
。

（
５
）
『
報
告
書
』
三
頁
。

（
６
）
『
報
告
書
Ⅱ
」
に
は
「
対
象
地
域
」
と
い
う
表
現
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
「
地
対
財
特
法
に
規
定
す
る
対
象
地
域
」
の
意

で
あ
り
、
「
同
和
地
区
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
対
象

地
域
」
と
い
う
表
現
が
一
般
的
で
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、

「
同
和
地
区
」
あ
る
い
は
「
地
区
」
と
い
う
表
現
を
使
う
。

（
７
）
問
題
領
域
・
項
目
別
の
正
答
率
を
詳
し
く
検
討
す
る
と
、

地
区
の
子
ど
も
の
苦
手
領
域
と
得
意
領
域
が
わ
か
る
。
例
え

ば
、
英
語
の
「
英
語
語
順
」
の
難
度
は
中
程
度
で
あ
る
が
、

地
区
と
全
体
の
差
は
か
な
り
大
き
い
。
他
方
、
「
リ
ス
ニ
ン
グ
」

は
比
較
的
難
度
が
高
い
が
、
地
区
と
全
体
の
差
は
小
さ
い
。

各
学
校
で
領
域
別
・
項
目
別
の
結
果
を
検
討
す
れ
ば
、
教
科

指
導
の
効
果
が
あ
が
っ
た
領
域
と
あ
が
ら
な
か
っ
た
領
域

が
、
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
８
）
佐
藤
学
「
「
学
び
」
か
ら
逃
走
す
る
子
ど
も
た
ち
」
Ｓ
世
界
」

一
九
九
八
年
一
月
号
）
。
佐
藤
は
、
高
校
中
退
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
、
校
外
で
の
学
習
時
間
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
子

ど
も
が
教
科
学
習
に
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
をlｉＩＩｌ 

実施主体 実施時期 対象校 学年 対象者数

89年 学力・生

活総合研

究委員会

89年１１月 小学校：地区を校区に有

する学校16校、隣接校9校

中学校：地区を校区に有

する学校14校

小５

中２

地区を有する小学校2178名

(地区425名）、隣接校895名

地区を有する中学校2738名

(地区445名）

96年 ふれ愛教

育推進事

業を推進

する22市

町教委

９６年５月

～9月

小学校：８１校

中学校：３７校

小２

小６

中３

小２：5055名（地区565名）

小６：5727名（地区553名）

中３：5597名（地区478名）






